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アメリカ国立衛生研究所（NIH)・ロッキー山研究所：小学一年に入ったばかりの娘、
家内の三人で九月に渡米。

ハミルトンは人口4000人程度小さな村で、海抜が1500メートルのロッキー山脈のど
真ん中にある村で、多くの人が研究所に関連する仕事をしていた。この辺りはダ
ニ媒介による「ロッキー山紅斑熱」の病名で教科書に載っている。野口英世が研
究所を訪問していることからもわかる。その新聞記事を図書室で見つけ、コピー
を福島の野口記念館におくった。

所長は獣医師のストーナー博士で、私はエドガー・リビの研室で「細菌内毒素の電子
顕微鏡による構造研究と悪性腫瘍の治療研究」。日立の大型電子顕微鏡がある
のに驚いた。

研究所には日本人研究者が私を含め四人いた。リビ博士は細菌内毒素の世界的研
究者で、ドイツのウエストファール博士らと競争して研究していた。

研究所にはバーグドルフ博士がおり、ライム病の病原体を発見し「ボレリア・バーグド
ルフェリー」と命名された。氏からコーヒーを入れてもらったり、話をしたことが大き
な財産となっている。リビとは親友であり、リビ研によく来て二人で話していた。



モンタナ州ハミルトンにある1970年代当時のロッキー山研究所

プリオン病（狂牛病）の研究で１９７６年にノーベル賞を受賞
したガジュセックもここで研究していた。



この本にガジュセックのロッキー山研究所での仕事が紹介されている

右：ガジュセック博士



何処までも続く西部のカントリーロード



現在のハミルトンの衛星写真

当時、私たちが住んでいた
モービルハウス（矢印）。
上の大きな白い建物は病院。

食事にいつも行ったダウン・タウンの
レストラン（茶色）。娘のクラスメート
の両親が経営していた。



ロッキー山研究所を訪問した野口英世の新聞記事（1923年）

＜ハミルトンには野口記念館があるが、ほとんど知られていない＞



カナダからモンタナになだれ込むカナーデイアン・ロッキー

＜グリンネル・ピークの高峰＞



人口45人のホワイト・バード村で受けた親切

＜ボロ車の修理をしてもらい、しばらく連絡を取り合っていたが・・＞



モンタナ州北部にあるフラット・ヘッド・レイクの木こり祭り



研究所を訪問した大阪市立大の丹羽先生と日本人研究者

＜左から：新井（旧国立予研）、村岡（九大）、丹羽先生、佐々木（弘前大）、
大阪市立大の（現）教授の曽根さんも研究所にいた＞



エドガー・リビ博士（左）とデューク大学のボブ・ウイート教授

＜データーの解析中＞



日本でも売られているリビ研で開発されたリビ・アジュバント



リビのセスナ機が消息を絶った

＜後日、セスナ機が山中で発見され、リビは操舵室で亡くなっていた。リビ研で
学んだ日本人弟子は数十人を数え、（元）北大の東教授は香典を持って訪問した＞



リビ研の電子顕微鏡室と共同研究者のラニー・ブラウン



ライム病・病原体の発見者バーグドル博士（中央）

＜私はバーグドルフ研にある日立の電子顕微鏡を使わせてもらっていた＞



ライム病の発見までの経緯が書かれている本と発表された論文

＜バーグドルフの弟子・フレッド・ヘイズから送られてきた論文＞



ライム病の臨床症状と病原体の発見者・バーグドルフ博士

・1970年代コネチカット州のライム地方に発
生した奇病。 発熱、倦怠感、発疹、関
節痛を伴う。

・患者に共通していることは、ダニに咬まれ
そこが赤く腫れたことがある。

・発症初期は普通のダニに咬まれた時と同
じで局所は赤くはれるだけだが、日を追
ううちに咬まれた部分を中心に、同心
円状に赤い腫れが帯状に広がっていく
（遊走性紅斑）。大きいのは５０センチに
も達する。遊走性紅斑



日本にもある「ライム病」と医療系教科書での記載

＜教科書にも最近記載されるようになってきた＞



リビ研で使用していた机



娘が通っていたワシントン・スクール一年生のクラスメイト



自宅前で友だちのウオルターと



スコットランド出身のお隣さん（トムとメリーさん夫妻）



毎日お世話になったスーパー・マーケット

＜３０年前のセーフ・ウエイ＞



スーパー・マーケット「セーフ・ウエイ」での買い物



ハミルトン村でただ一つのオーナメント・ショップ



ラボ・スタッフとの野外リクリエーション

＜ホース・シューの投擲競技。後ろに座っているのは新井さん（？）＞



夏休みに訪れたワイオミング州のイエローストーン

＜中学の英語の教科書に載っているガイザー＞
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